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は
じ
め
に

　

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
三
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
に
か
け
て
、
大
阪
天

王
寺
で
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
以
下
「
第
五
回
内
国
博
」
と
表
記
）
が
開
催
さ
れ

た
。
会
期
は
百
五
十
三
日
間
、
入
場
者
数
四
百
三
十
五
万
六
百
九
十
三
人
を
記
録
し
た

第
五
回
内
国
博
の
天
王
寺
会
場
内
に
は
、
農
業
館
、
林
業
館
、
水
産
館
、
工
業
館
、
機

械
館
、
教
育
館
、
美
術
館
、
通
運
館
、
動
物
館
、
台
湾
館
、
参
考
館
が
、
堺
に
は
第
二

会
場
と
し
て
水
族
館
が
建
設
さ
れ
た
。
第
五
回
内
国
博
開
催
に
際
し
て
茶
臼
山
に
設
け

ら
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
（
飛
艇
戯
）
や
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
と
い
っ
た
遊
具
、

パ
ノ
ラ
マ
世
界
一
周
館
や
不
思
議
館
、
大
曲
馬
な
ど
の
見
世
物
も
人
気
を
博
し
た
。
ま

た
第
五
回
内
国
博
で
は
、
内
国
博
史
上
は
じ
め
て
夜
間
に
会
場
内
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、

夜
間
開
場
を
実
施
、
本
格
的
な
電
力
時
代
の
到
来
を
示
す
事
柄
と
し
て
大
人
気
と
な
っ

た（
1
）。
そ
し
て
、
第
五
回
内
国
博
終
了
後
、
常
設
の
展
示
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
天

王
寺
公
園
内
の
各
施
設
を
利
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
関
西
教
育
博
覧
会
」（
以
下
「
教
博
」
と
表
記
）
は
、
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
に
天
王
寺
公
園
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
の
ひ
と
つ
で
、「
教
育
」

に
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
独
自
の
展
示
内
容
が
注
目
を
集
め
、
ま
た
七
月
十
五
日
か
ら
八
月

十
五
日
ま
で
の
学
休
期
間
内
の
開
催
も
功
を
奏
し
、
開
催
日
数
三
十
日
間
の
入
場
者
数

は
四
十
四
万
人
を
超
え
た
と
い
う（
2
）。
し
か
し
、
当
時
は
各
界
か
ら
注
目
さ
れ
多
く

の
入
場
者
を
集
め
た
教
博
も
開
催
か
ら
百
年
以
上
を
経
過
し
た
今
日
で
は
そ
の
開
催
実

関
西
教
育
博
覧
会
の
開
催
と
大
阪
の
名
家

中
野　

朋
子

 

要
旨　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
夏
、
天
王
寺
公
園
で
「
関
西
教
育
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
博
覧
会
は
「
教
育
」
を
主
題
と
し
た
日
本
で
初
め
て
の

博
覧
会
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
博
覧
会
研
究
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
同
博
覧
会
に
関
す
る
研
究
や
報
告
は
皆

無
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
地
方
に
活
動
の
根
幹
を
置
い
た
「
名
家
」
が
各
地
の
美
術
工
芸
振
興
や
博
覧
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た

の
か
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
な
か
で
明
ら
か
と
な
っ
た
「
関
西
教
育
博
覧
会
」
の
開
催
経
緯
や
運
営
組
織
、
展
観
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
す
る
と

と
も
に
、
同
博
覧
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
大
阪
の
「
名
家
」
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
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関西教育博覧会の開催と大阪の名家

態
は
お
ろ
か
、
そ
の
開
催
経
緯
に
つ
い
て
も
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

筆
者
が
教
博
の
存
在
を
認
識
し
た
の
は
、
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い

た
鴻
池
家
所
蔵
品
の
出
陳
記
録
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十
一
月

の
昭
和
天
皇
に
よ
る
大
阪
行
幸
と
行
在
所
に
お
け
る
美
術
品
等
の
天
覧
事
業
に
関
わ
る

調
査
の
際
に
、「
明
治
三
十
六
年
一
月
調　

博
覧
会
出
品
扣
」（
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室

蔵
）
中
に
、
教
博
へ
鴻
池
家
か
ら
複
数
の
史
料
が
出
品
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
別
に
、
同

博
覧
会
の
「
婦
人
館
」
へ
服
飾
品
が
出
品
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た（
3
）。
調
査
時
は
「
関
西
教
育
博
覧
会
」
の
詳
細
が
把
握
で
き
ず
、
し
か
も
教
博

に
お
け
る
「
婦
人
館
」
の
機
能
に
つ
い
て
も
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
教
博
に
関
す

る
報
告
を
行
え
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
教
博
の
実
態
に
つ
い
て
も

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、「
教
育
」
を
主
題
と
し
た
日
本
で
初
め
て
の
博
覧
会

が
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
経
緯
と
そ
の
運
営
組
織
、
展
観
事
業
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
同
博
覧
会
に
大
阪
の
「
名
家
」
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
く
。

一　

関
西
教
育
博
覧
会
の
開
催
と
運
営
組
織

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
教
博
の
概
要
を
大
阪
毎
日
新
聞
の
記
事
な
ら
び
に
大
正
二
年
八
月

に
発
行
さ
れ
た
案
内
書
『
関
西
教
育
博
覧
会
記
念
』（
4
）か
ら
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。

開
催
期
日
：
大
正
二
年
七
月
十
五
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で

会　
　

場
：
大
阪　

天
王
寺
公
園
内
の
一
部
（
約
一
万
四
千
坪
）《
写
真
①
》

主
催
者
：
大
阪
市
教
育
会

入
場
者
数
：
四
十
四
万
六
二
〇
〇
余
人（
5
）

　

教
博
は
日
本
で
最
初
に
開
催
さ
れ
た
教
育
博
覧
会
で
、
出
品
者
は
一
二
一
八
人
、
出

品
数
は
一
万
九
六
〇
〇
余
点
、
入
場
者
数
の
実
数
は
四
四
万
六
二
〇
〇
余
人
に
及
ん
だ

と
い
う
。

　
『
関
西
教
育
博
覧
会
記
念
』
の
著
者
・
大
久
保
透
に
よ
る
序
文
に
よ
れ
ば
、
教
博
は

名
こ
そ
「
関
西
」
と
い
う
二
文
字
を
冠
し
た
博
覧
会
事
業
で
あ
る
も
の
の
、
博
覧
会
の

内
容
は
日
本
の
教
育
博
覧
会
と
呼
ぶ
べ
き
規
模
で
あ
る
と
し
、
会
場
に
は
「
天
下
の
珍

品
」
が
集
め
ら
れ
、
教
育
の
専
門
家
は
も
と
よ
り
、
国
民
の
教
育
に
も
裨
益
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
同
書
に
は
、
教
博
を
主
催
し
た
大
阪
市
教
育
会
は
、

他
府
県
の
教
育
会
が
教
育
当
事
者
の
み
で
組
織
さ
れ
た
「
一
種
の
教
育
職
務
会
」
で
あ

る
こ
と
と
は
異
な
り
、
教
育
当
事
者
に
加
え
、
大
阪
府
知
事
、
市
内
各
官
公
衙
の
長
官
、

実
業
家
、
代
議
士
、
府
市
名
誉
職
、
新
聞
記
者
で
組
織
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
教

育
関
係
者
は
大
阪
市
内
に
お
け
る
官
公
立
の
小
中
大
学
校
長
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

そ
れ
故
に
会
の
目
的
も
教
育
当
事
者
の
教
育
に
は
止
ま
ら
ず
、
教
育
行
政
に
冠
す
る
各

般
の
調
査
研
究
、
な
ら
び
に
教
育
に
関
す
る
会
そ
の
も
の
の
意
見
を
発
表
し
て
世
に
問

う
な
ど
の
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
市
教
育
会
は

「
大
阪
市
の
市
是
と
認
め
た
な
ら
ば
何
処
々
々
ま
で
も
躊
躇
な
く
猛
進
し
て
其
所
論
を

透
徹
せ
ん
こ
と
に
活
動
す
る
」
と
い
い
、
こ
れ
が
「
大
阪
市
教
育
会
の
生
命
で
あ
っ
て
、

而
も
他
に
其
類
例
を
見
な
い
特
長
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
市
教
育
会
も
も
と

は
各
府
県
の
教
育
会
と
同
様
に
教
育
当
事
者
の
教
育
を
主
眼
と
す
る
会
で
あ
っ
た
も
の

を
改
革
し
て
右
記
の
ご
と
き
大
阪
市
独
自
の
組
織
と
し
て
再
編
、
大
阪
市
の
学
制
統
一

問
題
や
大
学
の
設
置
問
題
、
市
民
教
育
講
習
会
の
主
催
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
と
も
い
い
、
こ
う
し
た
組
織
改
革
が
教
博
開
催
の
契
機
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
た
よ
う

だ（
6
）。

　

大
阪
市
教
育
会
に
よ
っ
て
教
博
の
開
催
が
発
議
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
四
年
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（
一
九
一
一
）
の
こ
と
で
、
同
年
春
の
教
育
会
理
事
会
に
お
い
て
、
同
会
理
事
長
で
あ
っ

た
大
阪
毎
日
新
聞
社
々
長
の
本
山
彦
一
（
一
八
五
三
〜
一
九
三
二
）
が
発
議
、
翌

四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
晩
春
に
評
議
員
会
の
協
賛
を
得
て
準
備
を
開
始
し
た
が
、
こ

の
年
七
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
が
崩
御
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
中
断
、
重
ね
て
大
阪
市
に

お
け
る
学
制
統
一
問
題
が
生
じ
た
こ
と
で
延
引
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
大
正
二
年
七

月
、
つ
い
に
「
教
育
を
標
榜
せ
る
通
俗
的
大
博
覧
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

開
催
時
に
お
け
る
教
博
の
役
員（
7
）は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

会　

長　
　

大
阪
市
長　
　

男
爵　
　

肝
付
兼
行

　

副
会
長　
　

大
阪
朝
日
新
聞
社
長　
　

村
山
龍
平

　
　
　
　
　
　

大
阪
毎
日
新
聞
社
長　
　

本
山
彦
一

　

顧　

問　
　

第
四
師
団
長　
　
　
　
　

大
迫
尚
道

　
　
　
　
　
　

大
阪
府
知
事　
　
　
　

大
久
保
利
武

　
　
　
　
　
　

男
爵　
　
　
　
　
　

住
友
吉
左
衛
門

　
　
　
　
　
　

男
爵　
　
　
　
　
　
　

藤
田
平
太
郎

　
　
　
　
　
　

男
爵　
　
　
　
　
　

鴻
池
善
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
総
長　
　
　
　

久
原
躬
弦

　
　
　
　
　
　

京
都
府
知
事　
　
　
　
　

大
森
鐘
一

　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
知
事　
　
　
　
　

服
部
一
三

　
　
　
　
　
　

奈
良
県
知
事　
　
　
　
　

若
林
賚
蔵

　
　
　
　
　
　

和
歌
山
県
知
事　
　
　
　

川
村
竹
治

　
　
　
　
　
　

滋
賀
県
知
事　
　
　
　
　

佐
柳
藤
太

　
　
　
　
　
　

京
都
帝
国
大
学
総
長　

澤
柳
政
太
郎

　
　
　
　
　
　

奈
良
県
知
事　
　
　
　

折
原
正
一
郎

　

ほ
か
に
百
一
名
に
及
ぶ
評
議
員
と
百
五
十
二
名
の
賛
助
員
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い

る（
8
）。
ま
た
教
博
は
（
一
）
本
館
、（
二
）
子
供
館
、（
三
）
青
年
館
、（
四
）
婦
人
館
、（
五
）

売
品
館
と
い
う
、
五
部
構
成
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
委
員
長
を
選
任
、
委
員
長
の
も
と

に
必
要
に
応
じ
て
複
数
の
専
門
委
員
を
置
い
て
い
る
。
各
館
の
会
場
内
に
お
け
る
配
置

に
つ
い
て
は
《
会
場
略
図
》
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

二　
「
教
育
」
を
主
題
と
し
た
博
覧
会
開
催
経
緯
と

　
　

独
自
性
の
強
い
展
観
事
業

　

と
こ
ろ
で
「
教
育
」
を
主
題
と
し
た
博
覧
会
事
業
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。『
関
西
教
育
博
覧
会
記
念
』
の
総
説
に
は
「
国
民
を
教
育
し
、

社
会
を
教
育
す
る
の
方
法
に
関
し
て
は
勿
論
種
々
の
形
式
を
存
す
る
の
で
あ
っ
て
必
ず

し
も
学
校
に
於
て
書
物
を
読
み
、
字
を
書
く
の
み
が
教
育
の
本
旨
で
は
な
い
」
と
前
置

き
を
し
た
上
で
「
進
歩
せ
る
新
し
き
製
作
品
を
見
、
又
一
面
に
於
て
参
考
と
し
て
最
も

古
き
幼
稚
な
る
製
作
品
を
相
対
象
し
て
見
る
べ
き
博
覧
会
の
如
き
は
最
も
完
全
せ
る
不

遍
的
国
民
教
育
の
大
宗
と
も
云
ふ
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
教
育
博
覧

会
は
「
決
し
て
教
育
品
の
み
に
限
ら
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
只
其
主
催
者
が
他
の
各
府

県
教
育
会
と
大
に
其
毛
色
を
異
に
せ
る
大
阪
市
教
育
会
で
あ
る
の
と
、
其
陳
列
品
の
主

体
が
教
育
品
若
く
は
教
育
参
考
品
で
あ
る
と
云
ふ
の
外
、
他
の
出
品
物
は
毫
も
通
常
の

博
覧
会
と
相
異
る
点
は
な
い
」
と
宣
言
し
、
教
博
の
目
的
を
「
一
般
社
会
国
民
教
育
の

目
的
に
向
か
っ
て
貢
献
せ
ん
と
す
る
」
博
覧
会
で
あ
り
、
教
博
開
催
以
前
に
も
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
た
「
教
育
品
展
覧
会
」
や
「
共
進
会
」
と
は
異
な
る
「
教
育
の
名
を
冠

し
た
る
通
俗
的
博
覧
会
」
と
し
て
の
開
催
が
企
図
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
学
校
教
育
で

使
用
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
学
用
品
以
外
に
、
家
庭
用
品
や
そ
の
他
参
考
品
も
包
括
的
に
展
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示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

同
書
「
教
育
博
覧
会
開
催
由
来
」
に
よ
れ
ば
、
教
育
を
主
題
と
し
た
博
覧
会
を
開
催

し
、
何
を
陳
列
す
る
か
と
い
う
と
「
単
に
学
校
生
徒
の
成
績
品
や
製
作
品
の
如
き
、
乃

至
は
専
門
的
の
統
計
図
画
類
等
の
如
き
も
の
の
み
で
は
」
専
門
家
は
学
び
の
場
に
な
る

だ
ろ
う
が
「
素
人
観
覧
者
に
取
り
て
は
恐
ら
く
之
れ
ほ
ど
無
味
乾
燥
視
せ
ら
る
る
も
の

は
」
な
い
と
断
じ
、
そ
の
た
め
教
博
の
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
観
覧
者
の
耳
目

を
喜
ば
す
と
と
も
に
「
智
能
を
啓
発
せ
し
む
る
に
足
る
べ
き
種
々
の
珍
品
を
蒐
集
す
る

こ
と
に
腐
心
し
た
」
の
だ
と
も
い
う
。
こ
れ
は
「
文
部
省
か
ら
の
出
張
官
た
る
棚
橋
博

物
館
長
」
が
「
総
て
教
育
と
い
う
名
に
拘
泥
し
て
は
面
白
く
な
い
、
教
育
の
大
目
的
に

背
反
せ
な
い
限
り
は
成
る
べ
く
観
者
の
肩
を
凝
さ
ぬ
様
に
し
て
面
白
く
博
覧
会
を
見
せ
、

自
然
に
趣
味
を
喚
起
せ
し
む
る
様
に
す
る
が
肝
要
だ
」
と
助
言
し
た
こ
と
に
も
因
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
目
的
を
達
す
る
た
め
、
教
育
面
で
の
展
示
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
国
民

も
遍
く
楽
し
め
る
娯
楽
的
な
要
素
も
併
せ
持
っ
た
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
教
育
博
覧
会
の

開
催
が
企
図
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
各
展
示
部
門
の
概
要
を
、
展

示
館
毎
に
ま
と
め
て
お
く
。

○
本
館

各
種
教
育
の
系
統
発
達
、
通
俗
教
育
に
関
す
る
多
方
面
の
資
料
を
収
集
陳
列

【
玄
関
】

・
大
阪
商
船
会
社
出
品　

客
船
模
型
「
観
光
丸
」

・
三
越
呉
服
店
内
大
阪
子
供
研
究
会
出
品　

理
想
の
子
供
室
と
子
供
用
品

・
京
都
島
津
製
作
所
出
品　

教
授
用
無
線
電
信
機

・
同
製
作
所
出
品　

シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
猛
虎
の
棲
息
状
態
（
虎
の
剥
製
展
示
）

【
専
門
教
育
部
】

・
大
阪
府
立
高
等
医
学
校
出
品
の
各
種
医
療
模
型
な
ど
の
ほ
か
、
全
国
の
大
学
・
高
等

学
校
・
中
等
学
校
そ
の
他
の
専
門
的
学
校
な
ど
計
四
十
校
が
出
品
し
た
写
真
・
図
表
・

統
計
製
作
品
な
ど
多
数
。

【
通
俗
教
育
室
】

本
館
の
主
要
展
示
室
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

・
京
都
島
津
製
作
所
出
品
の
標
本
類
・
理
化
学
器
械
・
各
種
模
型
な
ど
。
ほ
か
に
実
験

の
見
学
実
施
多
数
。
キ
ュ
リ
ー
夫
妻
の
幻
燈
映
画
も
上
映
さ
れ
た
。

目
玉
は
ト
ラ
、
ペ
ン
ギ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
有
袋
類
カ
モ
ノ
ハ
シ
、
ア
メ
リ
カ

で
捕
獲
さ
れ
た
ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
の
剥
製
な
ど
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
動
物
剥
製

の
展
示
と
人
体
模
型
の
展
示
、
電
気
関
連
の
新
技
術
（
電
磁
石
・
蓄
電
池
・
発
動
機

な
ど
）
の
紹
介
展
示
。

・
山
越
工
作
所
出
品
の
生
理
人
体
模
型
・
医
療
器
械
な
ど
。
ほ
か
に
ラ
イ
オ
ン
の
剥
製

も
出
品
。

【
学
会
部
・
官
衙
部
】

・
農
商
務
省
出
品　

富
士
山
模
型
（
八
畳
敷
）

・
朝
日
新
聞
社
史
の
展
示

・
内
務
省
地
質
調
査
所　

鉱
物
標
本
・
地
質
図

・
考
古
学
会
、
人
類
学
会　

考
古
的
発
掘
物

・
震
災
予
防
会　

地
震
関
連
展
示 

 

な
ど

【
明
治
教
育
紀
念
室
】

・
文
部
省
出
品　

棚
橋
源
太
郎
帝
国
博
物
館
長
監
修
の
明
治
天
皇
関
連
品
の
展
示
・
明

治
の
教
育
変
遷
の
紹
介

【
大
阪
商
工
立
志
資
料
室
】
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大
阪
府
知
事
・
大
久
保
利
武
の
監
修
に
よ
る
展
示
な
ど
（
第
三
章
で
詳
述
す
る
。）

【
実
験
用
暗
室
】

・
島
津
製
作
所
の
ラ
ボ　

真
空
管
や
電
気
実
験
な
ど
多
彩
な
実
験
が
実
見
で
き
る

【
普
通
教
育
部
】

市
内
及
び
近
府
県
の
幼
稚
園
か
ら
各
種
学
校
ま
で
の
出
品
作
品
を
陳
列

【
本
館
屋
外
の
無
線
電
話
】

大
正
元
年
に
発
表
さ
れ
た
逓
信
省
式
無
線
電
話
機
に
よ
る
通
信
実
験

【
本
館
附
属
実
験
館
】

大
阪
市
役
所
電
気
鉄
道
部
、
市
立
大
阪
工
業
学
校
な
ど
に
よ
る
「
火
と
水
と
風
」
と
に

関
す
る
各
種
実
験
の
実
施
（
発
電
、
噴
水
、
扇
風
機
を
用
い
た
吸
排
気
な
ど
の
実
践
実

験
を
含
む
）

○
附
属
館

【
子
供
館
】

・
淡
水
魚
の
展
示
水
槽
、
庭
園
内
に
大
鳥
籠
や
水
鉢
を
置
い
て
小
鳥
や
水
禽
を
放
つ
。

・
子
ど
も
向
け
の
各
種
人
形
展
示
の
ほ
か
、
玩
具
な
ど
の
展
示

・
子
ど
も
用
及
び
教
授
用
具
、
文
房
具
な
ど

・
市
内
、
他
府
県
の
幼
稚
園
等
の
学
校
か
ら
出
品
さ
れ
た
児
童
の
成
績
品
等
の
陳
列

・
朝
日
新
聞
の
辻
村
氏
に
よ
る
理
想
の
子
供
室
に
関
す
る
展
示

【
青
年
館
】

・
青
年
す
な
わ
ち
中
学
教
育
以
上
の
参
考
品
が
ほ
と
ん
ど
で
、
学
校
出
品
と
し
て
は
、

旅
順
工
科
学
堂
製
作
の
器
械
の
み

・
教
授
用
器
具
機
械
が
多
数
を
占
め
る

・
市
立
大
阪
衛
生
試
験
所
出
品
の
「
煙
草
の
害
」
の
展
示
を
紹
介

・
島
津
製
作
所
出
品
の
歴
史
人
形
の
陳
列

・
各
種
中
等
学
校
以
上
の
学
校
の
成
績
品
、
製
作
物
の
陳
列

・
瀧
を
利
用
し
た
発
電
と
電
灯
の
点
灯

・
三
木
楽
器
店
ほ
か
か
ら
出
品
の
「
娯
楽
器
具
」
な
ど

【
婦
人
館
】《
写
真
②
》

・
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
香
水
の
噴
泉
、
音
楽
堂
の
設
置

・
三
越
呉
服
店
出
品
の
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
以
来
の
流
行
色
の
変
遷

・
同
店
出
品
の
美
術
印
刷
物
の
系
統
的
変
遷
の
展
示

・
私
立
精
算
美
術
学
院
出
品
の
意
匠
図
案

・
婦
人
風
俗
人
形
、
婦
人
衣
裳
の
新
図
案
く
ら
べ

・「
名
の
あ
る
各
家
の
秘
鳥
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
や
ウ
グ
イ
ス
な
ど
）」
を
館
内
各
所
に
配
し

て
鳥
の
声
を
愉
し
む
趣
向
に
加
え
「
女
学
生
と
養
鳥
」「
婦
人
と
花
卉
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
館
内
を
統
一

・
各
女
学
校
の
手
芸
品
、
成
績
品
の
陳
列

・
婦
人
風
俗
、
雛
人
形
お
よ
び
道
具
、
古
代
婦
人
風
俗
の
展
示

・
家
庭
、
育
児
、
衛
生
等
の
参
考
品
の
陳
列

・
東
京
教
育
博
物
館
出
品
の
欧
米
教
育
参
考
室

・
三
越
呉
服
店
出
品
の
西
洋
婦
人
室
、
現
代
婚
礼
用
品
の
参
考
陳
列

そ
の
他
の
展
示
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
後
述
す
る
。

【
売
品
館
】

・
書
肆
、
文
房
具
店
な
ど
教
育
関
連
売
店
二
百
余
店
舗
を
設
置

○
各
種
別
館

【
飛
行
機
館
】
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・
陸
軍
省
か
ら
「
グ
ラ
ー
デ
式
単
葉
飛
行
機
」
が
出
品
、
七
月
二
十
七
日
に
は
飛
行
機

デ
ー
が
開
催（
9
）

【
武
石
飛
行
機
館
】

・
大
阪
朝
日
新
聞
社
出
陳
。
民
間
の
飛
行
家
で
、
大
正
二
年
五
月
三
日
に
飛
行
機
事
故

で
事
故
死
し
た
武
石
浩
玻
の
記
念
館
と
し
て
陳
列
。
武
石
氏
の
愛
機
（
の
ち
の
白
鳩

号
）
を
出
品

【
天
文
室
】

・
遼
東
新
報
社
の
休
憩
所
に
、
望
遠
鏡
や
夏
の
星
座
の
天
井
図
を
設
置

【
測
候
室
】

・
大
阪
測
候
所
が
各
種
測
候
器
械
を
設
置
、
公
開

○
夜
会

・
附
属
館
の
み
夜
間
開
場
の
実
施

・
会
場
内
各
所
に
電
飾
の
装
飾

○
諸
会
と
余
興

・
集
会
場
で
、
昼
間
は
教
育
的
な
各
種
の
講
演
会
、
夜
間
は
余
興
的
催
し
も
の
を
実
施

（
新
聞
記
事
）

○
大
阪
毎
日
新
聞
社
出
品
の
新
聞
製
作
順
序

○
「
野
天
の
活
動
写
真
」　

大
阪
毎
日
新
聞
社
主
催

○
緒
方
婦
人
科
病
院
の
出
品
物　

婦
人
科
関
係
の
出
品
物

○
宝
文
館
器
械
部
に
よ
る
電
車
運
転

・
子
供
館
の
関
連
行
事
と
し
て
附
属
館
の
中
庭
で
実
施
。
総
延
長
二
百
尺
の
線
路
を
敷

設
し
一
尺
ほ
ど
の
小
型
電
車
を
走
ら
せ
る

○
場
内
日
報
の
発
行　

中
村
文
司
主
宰
に
よ
る

三　

展
観
事
業
へ
の
大
阪
の
名
家
の
関
わ
り

　

教
博
で
は
本
館
の
展
示
の
な
か
に
大
阪
府
知
事
・
大
久
保
利
武
の
監
修
に
よ
る
【
大

阪
商
工
立
志
資
料
室
】
が
設
け
ら
れ
た
。
同
資
料
室
の
展
示
内
容
に
つ
い
て
は
大
正
二

年
九
月
刊
行
の
「
商
工
立
志
資
料
」
に
よ
っ
て
そ
の
展
示
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き

る（
10
）。
同
書
に
大
久
保
大
阪
府
知
事
が
寄
せ
た
序
文
に
よ
れ
ば
、
教
博
の
開
催
に
あ

た
り
「
大
阪
商
工
家
ニ
シ
テ
名
ヲ
成
シ
家
ヲ
興
シ
タ
ル
故
人
ノ
立
志
時
代
ニ
於
ケ
ル
労

苦
ヲ
偲
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
物
及
ヒ
故
人
ノ
手
ニ
成
レ
ル
家
憲
、
家
訓
、
遺
墨
ノ
外
写
真
肖

像
画
並
ニ
各
種
ノ
遺
愛
品
等
ヲ
一
室
ニ
陳
列
シ
テ
之
ヲ
立
志
資
料
室
ト
名
ケ
以
テ
後
進

奨
励
ノ
一
助
タ
ラ
シ
メ
ン
」
と
し
て
開
設
さ
れ
た
展
示
室
で
あ
る
と
い
う
。
商
工
立
志

資
料
室
へ
の
出
品
に
応
じ
た
家
は
総
計
二
十
家
、
ほ
か
に
大
阪
高
等
商
業
学
校
所
蔵
品
、

堺
市
役
所
所
蔵
品
、
懐
徳
堂
関
連
品
も
陳
列
さ
れ
た
。
出
品
の
明
細
に
つ
い
て
は
《
商

工
立
志
資
料
室
出
品
明
細
表
》
を
参
照
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
本
稿
の
冒
頭
で

紹
介
し
た
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
所
蔵
の
「
明
治
三
十
六
年
一
月
調　

博
覧
会
出
品
扣
」

の
教
博
へ
の
出
品
記
録
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

﹇
上
部
割
書
﹈

大
正
二
年
七
月
／
十
五
日
よ
り
天
王
寺
公
／
園
内
ニ
テ
開
会
／
之
大
阪
市
教
育
／
会
主

催
関
西
／
教
育
博
覧
会
／
エ
大
阪
府
知
事
／
大
久
保
利
和
様
／
之
懇
請
ニ
寄
／
出
品
ス

／
大
阪
府
庁
よ
り
／
品
受
取
ニ
／
参
ラ
レ
渡
ス

﹇
出
品
品
目
﹈

　
　
　
　

一　

二
代
御
当
主
宗
信
公
腰
差　
　
　
　
　
　
　
　
　

箱
ナ
シ
袋
入　

壱
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）
同
八
月
十
七
日
戻
ル
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一　

四
代
宗
誠
公
御
家
訓　
　
　
　
（
朱
書
）
同
前　
　

壱
冊
入　
　
　

壱
箱

　
　
　
　

一　

惣
寄
合
申
合
書　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）
同
前　
　

壱
帙

　
　
　
　

一　

新
田
開
墾
地
図
掛
物
（
二
幅
之
内
大
之
■
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）
同
前　
　

壱
幅　

壱
箱（
仮
箱
）

　
　
　
　

一　

四
代
宗
誠
公
御
文
掛
物　
　
　
（
朱
書
）
同
前　
　

壱
幅　

壱
箱

﹇
次
頁
﹈　

計
五
点　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
書
）
無
事
同
八
月
十
七
日
ニ
戻
ル

﹇
上
部
割
書
﹈

前
同
断

婦
人
館
／
婦
人
部
／
出
品
但
是
ハ
／
同
委
員
江
戸
／
堀
高
等
女
学
／
校
長
畠
田
／
繁
太

郎
氏
ヘ
渡
ス

　
　
　
　

一　

裲
襠
三
枚　
　

金
蒔
画
文
庫
ニ
入

　
　
　
　
　
　

但　

樺
色
地
紋
綸
子
壱
枚　

熨
斗
目
織
朱
子
腰
熨
斗
目
壱
枚

　
　
　
　
　
　
　
　

紋
綸
子
疋
田
絞
縫
壱
枚　

〆
三
枚

　
　
　
　

一　

御
定
紋
散
シ
金
蒔
絵
衣
桁　

壱
組
入　

壱
箱

　
　
　
　

〆
裲
襠
入
文
庫
共
合
テ
参
点　
　
（
朱
書
）
無
事
同
八
月
十
八
日
戻
ル

　

拙
稿
で
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
本
史
料
の
割
書
に
お
い
て
「
大
久
保
利
和
」
と

記
さ
れ
て
い
る
人
名
は
正
し
く
は
大
久
保
利
武
（
一
八
六
五
〜
一
九
四
三
）
で
あ
る（
11
）。

大
久
保
は
第
十
四
代
大
阪
府
知
事
と
し
て
一
九
一
二
年
十
二
月
三
十
日
か
ら
一
九
一
七

年
十
二
月
十
七
日
ま
で
在
任
す
る
と
と
も
に
教
博
の
顧
問
と
し
て
も
活
動
し
た
。
ま
た

「
博
覧
会
出
品
扣
」
の
記
載
品
目
は
「
商
工
立
志
資
料
」
掲
載
の
鴻
池
家
出
品
資
料
の

そ
れ
と
合
致
し
て
い
る
。
鴻
池
家
側
と
し
て
は
、
大
阪
府
知
事
で
あ
っ
た
大
久
保
利
武

の
懇
請
に
応
じ
る
形
で
五
点
の
史
料
を
出
品
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
読
み
取
れ

る
も
の
で
あ
る（
12
）。
な
お
、「
博
覧
会
出
品
扣
」
に
は
貸
出
日
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、

教
博
終
了
後
の
八
月
十
七
日
に
返
却
さ
れ
た
旨
の
朱
書
が
添
え
ら
れ
る
。

　
「
博
覧
会
出
品
扣
」
に
は
、
商
工
立
志
資
料
室
へ
の
出
品
記
録
に
続
き
「
婦
人
館　

婦
人
部
」
に
「
裲
襠
三
枚
」
を
「
文
庫
」
に
入
れ
て
「
定
紋
散
シ
金
蒔
絵
衣
桁
」
と
と

も
に
出
品
し
た
記
録
も
残
る
。
出
品
物
は
女
物
小
袖
二
領
と
男
物
熨
斗
目
小
袖
一
領
の

計
三
領（
13
）と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
婦
人
館
参
考
部
委
員
で
大
阪
府
立
江
戸
堀
高
等

女
学
校
の
校
長
で
あ
っ
た
畠
田
繁
太
郎（
14
）ヘ
と
渡
し
、
会
期
終
了
後
の
八
月
十
八
日

に
返
却
さ
れ
た
旨
の
朱
書
が
残
る
。

　

婦
人
館
の
展
示
に
つ
い
て
は
大
正
二
年
七
月
十
五
日
付
の
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
も

次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
）。

●
華
実
備
は
る
婦
人
館　

綺
麗
な
裡
に
実
の
あ
る
陳
列

天
王
寺
公
園
の
関
西
教
育
博
覧
会
は
愈
十
六
よ
り
開
館
す
る
、
門
を
入
っ
て
突
当
た

り
青
年
館
の
二
階
が
今
度
の
博
覧
会
中
最
も
華
を
飾
る
婦
人
館
で
楷
子
を
上
る
と
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
と
い
ふ
青
葉
の
屋
根
の
室
が
あ
っ
て
そ
の
下
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

泉
水
が
あ
り
中
央
に
高
く
聳
え
た
水
盤
か
ら
香
水
二
石
を
使
用
し
た
と
い
ふ
香
水
の

噴
水
が
清
香
を
放
ち
な
が
ら
落
る
、
横
手
に
は
三
木
楽
器
店
出
品
の
自
動
ピ
ア
ノ
が

絶
え
ず
西
洋
の
新
曲
を
奏
で
壁
に
は
正
面
に
三
越
呉
服
店
出
品
の
明
治
初
年
以
来
の

流
行
色
、
左
右
に
は
精
華
美
術
学
校
女
生
徒
の
図
案
、
ま
る
ッ
切
り
極
楽
の
開
業
式

の
や
う
だ　

其
処
を
右
に
取
れ
ば
市
内
及
び
府
下
の
各
女
学
校
、
裁
縫
学
校
の
成
績

品
、
中
に
夕
陽
丘
女
学
校
の
は
本
社
新
年
附
録
よ
り
意
匠
し
た
と
い
ふ
先
帝
の
御
製

を
出
し
た
金
屏
風
が
あ
る　

婦
人
に
好
参
考
と
な
る
べ
き
も
の
は
硝
子
戸
棚
に
飾
ら

れ
た
鴻
池
家
出
品
の
裲
襠
で
百
五
十
年
も
前
の
物
の
さ
う
で
非
常
に
あ
で
や
か
な
も
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関西教育博覧会の開催と大阪の名家

の
だ
、
赤
十
字
病
院
出
品
の
胎
児
の
発
育
を
四
週
間
目
よ
り
九
ヶ
月
ま
で
月
毎
に
ア

ル
コ
ー
ル
漬
の
実
物
を
出
陳
し
た
の
は
誠
に
珍
ら
し
く
山
越
氏
出
品
の
小
児
便
は
健

康
便
、
草
緑
色
便
、
赤
痢
便
、
膓
加
答
兒
粘
液
便
其
他
を
実
物
同
様
に
製
作
し
て
見

せ
た
の
は
其
隣
な
る
麻
疹
及
猩
紅
熱
に
か
ゝ
り
た
る
二
個
の
小
児
模
型
人
形
と
共
に

子
を
持
つ
親
に
は
最
も
好
参
考
品
で
い
ろ
い
ろ
重
宝
な
も
の
が
多
い
や
う
だ

　

記
事
で
は
、
鴻
池
家
が
出
品
し
た
「
百
五
十
年
も
前
の
」
裲
襠
は
「
非
常
に
あ
で
や

か
な
も
の
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
婦
人
館
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を
多
用
し
た
陳
列

の
光
景
自
体
も
注
目
を
集
め
た
よ
う
で
、『
関
西
教
育
博
覧
会
記
念
』
に
は
「
婦
人
館

の
陳
列
振
り
は
全
部
硝
子
の
見
透
し
で
あ
る
か
ら
、
数
百
の
電
灯
燦
と
し
て
昼
を
欺
か

ん
ば
か
り
の
夜
の
光
景
に
至
っ
て
は
、
又
一
入
の
風
情
が
あ
っ
て
真
に
一
種
の
水
晶
殿

と
も
云
ひ
得
る
や
う
な
心
地
が
す
る
」
と
も
評
さ
れ
た
。

　

教
博
に
鴻
池
家
を
は
じ
め
と
す
る
大
阪
の
「
名
家
」
が
出
品
協
力
を
行
な
う
背
景
に

は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
、
江
戸
時
代
に
西
町
奉
行
所
が
置
か
れ
て
い
た
場

所
に
設
置
さ
れ
た
博
物
場
の
存
在
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

博
物
場
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
府
立
大
阪
博
物
場
と
改
称
、
以
後
敷
地

を
拡
げ
事
務
所
、
陳
列
所
、
美
術
館
、
動
物
園
な
ど
を
併
設
、
宮
内
省
御
物
や
寺
社
宝

物
の
展
観
な
ど
を
盛
ん
に
行
っ
て
お
り（
15
）名
家
の
所
蔵
品
が
多
く
出
品
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
事
業
の
積
み
重
ね
が
、
効
を
奏
し
た
も
の
か
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
お
よ

び
九
年
（
一
九
三
四
）
に
昭
和
天
皇
に
よ
る
大
阪
行
幸
を
記
念
し
、
大
阪
府
立
貿
易
館

に
お
い
て
大
阪
博
物
場
と
大
阪
商
工
協
会
の
共
催
で
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」、

「
第
二
回　

臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、
出
品
物
は
一
般
の
観
覧

に
供
さ
れ
た
。
第
一
回
目
の
「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
に
は
、
村
山
龍
平
氏
、

上
野
精
一
氏
、
野
村
徳
七
氏
、
山
口
吉
郎
兵
衛
氏
、
藤
井
善
助
氏
、
男
爵
鴻
池
善
右
衞

門
氏
、
阿
部
房
次
郎
氏
、
弘
世
助
太
郎
氏
、
男
爵
住
友
吉
左
衞
門
氏
（
掲
載
順
）
の
九

家
と
博
物
場
が
二
百
点
を
超
え
る
所
蔵
品
を
出
品
し
、
昭
和
八
年
二
月
十
日
よ
り
十
六

日
ま
で
の
公
開
期
間
中
に
三
千
名
を
超
え
る
観
覧
者
を
得
て
「
社
会
を
裨
益
し
文
化
に

貢
献
せ
し
処
の
も
の
頗
る
大
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。
翌
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
二
回

名
家
秘
蔵
品
展
展
覧
会
」
は
、
磯
野
家
、
野
村
家
、
山
口
家
、
藤
井
家
、
鴻
池
男
爵
家
、

阿
部
家
、
弘
世
家
、
住
友
男
爵
家
（
掲
載
順
）
の
八
家
と
博
物
場
が
出
品
し
た
。
同
展

の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
「
前
年
の
諸
名
家
そ
の
他
に
つ
き
重
ね
て
秘
笈
を
開
か
れ
ん
こ

と
を
懇
望
し
」「
展
覧
品
は
何
れ
も
門
外
不
出
の
稀
宝
珍
玉
で
あ
っ
て
、
光
彩
陸
離
、

東
洋
芸
術
の
精
華
を
一
堂
に
蒐
展
す
る
の
盛
観
を
呈
し
」、
大
阪
と
い
う
「
商
工
都
市

に
於
て
は
容
易
に
求
め
難
き
文
物
観
賞
の
機
会
を
重
ね
て
提
供
し
得
た
」
と
報
告
さ
れ

て
い
る（
16
）。

結
び

　

大
正
二
年
夏
に
天
王
寺
公
園
で
開
催
さ
れ
、
四
十
四
万
人
を
超
え
る
入
場
者
を
得
た

「
関
西
教
育
博
覧
会
」
に
お
い
て
、
大
阪
の
名
家
が
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
お
も
に
二

つ
の
側
面
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
は
、
博
覧
会
事
業
全
体
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
鴻
池

善
右
衛
門
、
住
友
吉
左
衛
門
、
藤
田
平
太
郎
の
三
男
爵
が
顧
問
に
就
任
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
「
男
爵
」
と
な
っ
た
三
家
を
、
大
阪
を
代
表

す
る
「
名
家
」
と
し
て
招
じ
た
か
た
ち
で
あ
る（
17
）。

　

第
二
に
は
、
大
久
保
大
阪
府
知
事
が
自
ら
企
画
し
た
「
商
工
立
志
資
料
室
」
へ
の
出

品
に
先
述
の
三
男
爵
家
に
加
え
複
数
の
名
家
が
協
力
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

教
博
が
博
覧
会
と
い
う
一
般
大
衆
向
け
の
企
画
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
で
初
め
て
「
教

育
」
を
標
榜
す
る
博
覧
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
意
義
を
受
け
止
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
家
々
に
伝
来
し
た
「
秘
し
た
る
家
憲
も
、
珍
蔵
せ
る
書
類
等
」（
18
）に
つ
い
て
も

出
品
が
実
現
し
た
背
景
に
は
、「
大
阪
商
工
家
ニ
シ
テ
名
ヲ
成
シ
家
ヲ
興
シ
タ
ル
故
人

ノ
立
志
時
代
ニ
於
ケ
ル
労
苦
ヲ
偲
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
」
品
々
を
陳
列
し
「
後
進
奨
励
ノ
一

助
」
と
す
る
た
め（
19
）に
大
阪
府
知
事
自
ら
が
交
渉
に
あ
た
る
な
ど
、
名
家
に
と
っ
て

は
協
力
あ
る
い
は
出
品
す
る
に
相
応
し
い
好
条
件
が
整
っ
た
こ
と
も
後
押
し
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

協
力
し
た
家
々
と
し
て
は
、
家
伝
の
い
わ
ば
「
家
の
宝
」
と
も
い
え
る
所
蔵
品
を
教

博
に
出
品
し
広
く
一
般
に
展
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
に
対
す
る
理
解
の
深
さ
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
同
時
に
大
阪
の
「
名
家
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
「
名
家
」
と
し
て
の
活
動
そ
の
も
の
が
、
現
代

で
い
う
と
こ
ろ
の
「
メ
セ
ナ
（m

écénat

）」（
20
）、
つ
ま
り
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
博
覧
会
の
世
紀
」
と
も
称
さ
れ
る
ほ
ど
頻
繁
に
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
明
治
時
代

に
は
、
日
本
の
美
術
工
芸
品
は
世
界
か
ら
広
く
注
目
を
集
め
た
。
昭
和
戦
前
期
に
な
る

と
美
術
工
芸
品
は
外
貨
獲
得
の
た
め
の
主
要
輸
出
品
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
展
示

す
る
機
会
は
共
進
会
な
ど
へ
と
変
化
し
た
。
こ
の
移
行
過
程
に
あ
っ
た
大
正
時
代
の
、

し
か
も
地
方
に
お
け
る
美
術
工
芸
振
興
や
博
物
館
施
設
で
の
展
観
事
業
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
研
究
す
る
動
き
は
決
し
て
活
発
と
は
い
え
な
い
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
地
方
に
活
動
の
根
幹
を
置
い
た
「
名
家
」
が

大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
各
地
の
美
術
工
芸
振
興
や
展
観
事
業
に
ど
の
よ

う
な
関
わ
り
を
持
っ
た
の
か
に
注
目
し
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

我
が
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
教
育
博
覧
会
」
の
存
在
と
展
観
事
業
の
在
り
方
、
そ

し
て
同
博
覧
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
大
阪
の
「
名
家
」
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
地
方
に
お
け
る
展
観
事
業
の
開
催
と
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
各
地
に
拠
点
を
置
く
「
名
家
」
が
協
力
・
助
力
す
る
と
い
う
構
図
が
、

昭
和
初
期
以
後
も
形
態
を
変
え
つ
つ
引
き
継
が
れ
て
い
く（
21
）と
考
え
て
い
る
が
、
そ

の
報
告
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
も
の
と
し
た
い
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
貴
重
な
作
品
の
調
査
を
許
諾
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
所
蔵
者
各
位
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

本
稿
は
、JSPS

科
学
研
究
費15K

12830

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

註（
1
）『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
記
念
写
真
帖
』（
玉
鳴
館
、
一
九
〇
三
年
）
ほ
か

（
2
）
入
場
者
数
に
つ
い
て
は
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
六
巻
（
大
阪
市
、
一
九
九
四
年
）「
大
阪

市
教
育
会
の
再
興
」
に
四
十
四
万
六
二
〇
〇
余
人
と
あ
る
。
四
十
万
人
以
上
の
入
場
が
報

告
さ
れ
て
い
る
博
覧
会
で
あ
り
な
が
ら
、
本
博
覧
会
に
つ
い
て
の
報
告
は
限
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
、
忘
却
さ
れ
た
博
覧
会
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
）
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
と
鴻
池
家
に
よ
る

秘
蔵
品
の
出
品
」（『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
十
二
号
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

 

な
お
、
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
蔵
「
博
覧
会
出
品
扣
」
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）

か
ら
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
ま
で
用
い
ら
れ
た
出
品
記
録
帳
で
あ
る
。

（
4
）
関
西
教
育
博
覧
会
の
案
内
書
に
大
久
保
透
『
関
西
教
育
博
覧
会
記
念
』（
有
信
社
、

一
九
一
三
年
）
が
あ
る
。
本
書
の
例
言
に
は
「
盛
装
後
の
光
景
を
描
か
ん
が
為
め
、
特
に

其
発
行
の
期
日
を
遅
延
せ
し
も
白
状
す
れ
ば
事
多
く
は
高
遠
な
る
専
門
の
部
門
に
属
し
、

見
た
だ
け
け
の
こ
と
を
筆
に
上
す
べ
く
も
あ
ら
ず
、
又
強
記
述
せ
ん
に
は
紙
数
厖
大
に
失

す
る
の
虞
れ
あ
る
を
以
て
特
に
其
概
要
を
摘
み
、
観
者
記
録
の
料
に
止
め
ん
と
す
、
幸
に

諒
せ
よ
。」
と
あ
り
、
発
行
は
博
覧
会
開
催
期
間
中
の
八
月
三
日
で
あ
っ
た
。
大
阪
府
内

務
部
編
『
商
工
立
志
資
料
』（
大
阪
府
内
務
部
、
一
九
一
三
年
）
は
関
西
教
育
博
覧
会
に
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（10）

関西教育博覧会の開催と大阪の名家

設
け
ら
れ
た
「
大
阪
商
工
立
志
資
料
室
」
へ
の
出
品
記
録
で
あ
る
。

（
5
）「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
二
年
八
月
十
六
日
付
記
事
（
傍
線
は
筆
写
）
に
は
次
の
よ
う
に

記
し
速
報
値
と
し
て
伝
え
て
い
る
が
、『
新
修
大
阪
市
史
』
第
六
巻
で
報
告
さ
れ
た
「
四
十

四
万
六
二
〇
〇
余
人
」
が
実
数
に
近
い
と
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

   

●
教
博
の
最
終
日　

開
会
以
来
第
一
の
賑
ひ

 

開
会
以
来
無
類
の
好
評
を
博
し
日
を
経
る
ま
ゝ
に
入
場
者
の
数
を
加
へ
て
早
く
も
三
十
万
、

四
十
万
と
称
へ
居
た
る
関
西
教
育
博
覧
会
の
最
終
日
は
実
に
開
会
以
来
最
大
多
数
の
入
場

者
を
迎
へ
非
常
の
大
景
気
を
以
て
閉
会
し
た
り
、
当
日
は
前
夜
の
雨
喜
び
に
農
村
の
男
女

が
ウ
ン
と
詰
め
か
け
た
る
と
盆
の
天
王
寺
参
り
が
早
朝
よ
り
流
れ
込
み
た
る
と
最
終
と
い

ふ
に
惶
て
ゝ
押
し
か
け
た
る
人
々
と
を
迎
へ
た
る
こ
と
な
れ
ば
夕
方
過
ぐ
る
こ
ろ
既
に
三

万
を
呼
ば
れ
た
る
が
閉
会
時
の
十
時
に
は
優
に
五
万
を
過
ぎ
た
り
と
噂
さ
れ
た
り
、
こ
れ

に
て
開
会
三
十
日
間
の
入
場
者
総
数
実
に
五
十
万
を
超
え
た
る
訳
な
る
が
細
別
す
れ
ば
直

売
切
符
数
二
十
五
万
余
、
ル
ナ
パ
ー
ク
共
通
券
三
万
余
、
団
隊
入
場
切
符
約
十
万
、
館
外

予
売
数
約
五
万
、
無
料
入
場
者
約
六
万
余
に
達
し
会
期
中
の
三
十
日
間
は
素
よ
り
準
備
の

二
十
余
日
を
通
じ
て
一
回
の
雨
天
も
な
か
り
し
は
重
ね
〴
〵
の
好
都
合
な
り
し
と
い
ふ

べ
し

（
6
）
大
阪
市
教
育
会
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
六
巻
収
載
「
大
阪
市
教
育

会
の
成
立
」、
学
制
統
一
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
書
「
大
阪
市
教
育
会
の
再
興
」
な
ら
び

に
大
阪
市
東
区
学
事
研
究
会
編
・
発
行
『
大
阪
市
学
制
統
一
問
題
』（
一
九
一
七
年
）
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）
会
長
で
あ
る
肝
付
兼
行
（
一
八
五
三
〜
一
九
二
二
）
は
海
軍
大
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
た

軍
人
で
、
第
五
代
大
阪
市
長
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
男
爵
、
同
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）

貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
一
月
十
七
日
に
第
五
代
大
阪
市
長
に

就
任
し
た
が
、
教
博
開
催
中
の
同
年
八
月
一
日
に
辞
任
し
て
い
る
。

 

鴻
池
善
右
衛
門
（
一
八
六
五
〜
一
九
三
一
）
は
鴻
池
家
十
一
代
当
主
幸
方
。
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
家
督
。
第
十
三
国
立
銀
行
頭
取
、
大
阪
倉
庫
社
長
、
日
本
生
命
保
険
社
長
、

大
阪
貯
蓄
銀
行
頭
取
を
歴
任
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
は
鴻
池
銀
行
を
設
立
し
た
。

 

住
友
友
純
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
六
）
は
住
友
家
十
五
代
当
主
。
号
は
春
翠
。
東
山
天
皇

六
世
孫
で
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
二
十
九
歳
の
時
に
住
友
家
の
養
嗣
子
と
な
り
、

翌
年
家
督
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
は
住
友
銀
行
を
創
設
。

 

藤
田
平
太
郎
（
一
八
六
九
〜
一
九
四
〇
）
は
藤
田
財
閥
の
二
代
総
帥
。
号
は
江
雪
。
父
は

藤
田
伝
三
郎
（
一
八
四
一
〜
一
九
一
二
）。
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
貴
族
院
議
員
と
な
っ

た
。

 

な
お
、「
京
都
大
学
総
長　

久
原 

躬
弦
」（
一
八
五
六
〜
一
九
一
九
）
の
役
職
は
「
京
都

帝
国
大
学
総
長
」
の
誤
り
。
明
治
四
十
五
年
五
月
十
三
日
に
就
任
し
た
。
久
原
躬
弦

（
一
八
五
六
〜
一
九
一
九
）
は
一
高
等
学
校
（
東
京
大
学
教
養
学
部
の
前
身
）
校
長
、
京

都
帝
国
大
学
（
京
都
大
学
の
前
身
）
理
工
科
大
学
長
、
総
長
な
ど
を
歴
任
し
た
科
学
者
・

教
育
者
で
あ
る
。
久
原
の
任
を
継
ぎ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
五
月
九
日
に
第
五
代
京

都
帝
国
大
学
総
長
と
な
っ
た
の
が
澤
柳
政
太
郎
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
七
）
で
あ
る
。
澤

柳
は
、
文
部
官
僚
か
ら
教
育
者
と
し
て
活
動
、
の
ち
に
貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
人
物
。
小

学
校
令
の
改
正
に
よ
っ
て
現
在
の
六
年
課
程
と
し
た
ほ
か
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
、

東
北
帝
国
大
学
、
九
州
帝
国
大
学
の
創
設
を
決
定
し
た
。
総
長
就
任
の
翌
年
春
、「
澤
柳

事
件
」
に
よ
っ
て
大
学
を
追
わ
れ
た
。

（
8
）
賛
助
員
の
中
に
は
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
・
法
科
大
学
長
か
ら
第
四
代
京
都
市
長

（
一
九
一
三
〜
一
九
一
六
）
な
ど
を
歴
任
し
た
井
上
密
（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）、
洋
画

家
で
住
友
家
と
も
関
わ
り
の
深
い
鹿
子
木
孟
郎
（
一
八
七
四
〜
一
九
四
一
）、
大
阪
で
鉄
道
・

紡
績
・
電
気
事
業
な
ど
を
展
開
し
大
阪
府
会
議
員
・
衆
議
院
議
員
を
歴
任
し
た
浮
田
桂
造

（
一
八
四
六
〜
一
九
二
七
）、
明
治
十
年
代
か
ら
大
阪
で
欧
米
諸
国
向
け
の
輸
出
品
と
し
て

薩
摩
焼
の
製
作
と
販
売
を
お
こ
な
っ
た
藪
政
七
（
銘
・
明
山
、
一
八
五
三
〜
一
九
三
四
）

な
ど
の
名
が
見
え
る
。

（
9
）「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
二
年
七
月
二
十
五
日
付
記
事
に
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
主
催
の
「
飛

行
機
講
演
会
」
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
大
正
二
年
七
月
二
十
八
日
付
同
新
聞
に
は

「
教
育
博
覧
会
の
飛
行
機
デ
ー
」
と
題
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
前
日
の
七
月
二
十
七
日

に
開
催
さ
れ
た
教
育
博
覧
会
の
飛
行
機
デ
ー
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
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大阪歴史博物館　研究紀要　第16号（2018）

（
10
）
前
掲
『
商
工
立
志
資
料
』
参
照
。

 
序
文
の
全
文
は
以
下
の
と
お
り
。

　

 
大
正
二
年
七
月
関
西
教
育
博
覧
会
ノ
開
設
ニ
方
リ
大
阪
商
工
家
ニ
シ
テ
名
ヲ
成
シ
家
ヲ
興

シ
タ
ル
故
人
ノ
立
志
時
代
ニ
於
ケ
ル
労
苦
ヲ
偲
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
物
及
ヒ
故
人
ノ
手
ニ
成
レ

ル
家
憲
、
家
訓
、
遺
墨
ノ
外
写
真
肖
像
画
並
ニ
各
種
ノ
遺
愛
品
等
ヲ
一
室
ニ
陳
列
シ
テ
之

ヲ
立
志
資
料
室
ト
名
ケ
以
テ
後
進
奨
励
ノ
一
助
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
セ
リ
。
今
是
等
ノ
資
料
ニ

解
説
ヲ
附
シ
之
ヲ
刊
行
シ
テ
頒
ツ
所
以
ハ
一
ハ
以
テ
故
人
ノ
遺
徳
ヲ
仰
キ
一
ハ
以
テ
感
奮

興
起
ノ
資
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ
読
者
微
意
ノ
ア
ル
所
ヲ
諒
ト
セ
ハ
余
ノ
欣
幸
ト
ス
ル

所
ナ
リ
。　

／　

大
正
二
年
九
月
／　
　
　
　
　

大
久
保
利
武

（
11
）
大
久
保
利
武
は
、
大
久
保
利
通
の
三
男
。
鴻
池
合
資
会
社
資
料
室
蔵
「
博
覧
会
出
品
扣
」

に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
大
久
保
利
和
（
一
八
五
九
〜
一
九
四
五
）
は
利
武
の
長
兄
（
の

ち
の
養
父
）
で
あ
る
が
大
阪
府
知
事
に
在
任
し
た
事
実
は
な
い
。『
講
談
社　

日
本
人
名

大
辞
典
』、
上
田
正
昭
ほ
か
著
、
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
。『
新
編
日
本
の
歴
代
知
事
』
歴

代
知
事
編
纂
会
編
、
歴
代
知
事
編
纂
会
、
一
九
九
一
年

（
12
）
前
掲
書
『
関
西
教
育
博
覧
会
記
念
』
に
よ
る
と
、
本
資
料
室
へ
の
出
品
に
つ
い
て
は
「
大

久
保
知
事
自
ら
之
が
蒐
集
に
努
力
せ
ら
れ
た
の
で
、
秘
し
た
る
家
憲
も
、
珍
蔵
せ
る
書
類

等
も
此
処
に
公
開
せ
ら
れ
て
一
般
の
目
に
映
ず
る
」
と
こ
ろ
と
な
っ
た
と
記
さ
れ
る
。

（
13
）
拙
稿
「「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
と
鴻
池
家
に
よ
る
秘
蔵
品
の
出
品
」

に
て
報
告
し
た
と
お
り
、
婦
人
館
に
出
品
さ
れ
た
「
裲
襠
」
は
「
樺
色
地
紋
綸
子
」「
熨

斗
目
織
朱
子
腰
熨
斗
目
」「
紋
綸
子
疋
田
絞
縫
」
の
三
領
で
、「
紋
綸
子
疋
田
絞
縫
」
は
平

成
九
年
度
（
一
九
九
七
）
に
鴻
池
家
よ
り
大
阪
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
「
赤
地
几
帳
文
繍
絞
振

袖
」
と
推
定
で
き
る
も
の
の
「
樺
色
地
紋
綸
子
」、「
熨
斗
目
織
朱
子
腰
熨
斗
目
」
に
該
当

作
品
の
特
定
は
難
し
い
。

（
14
）
江
戸
堀
高
等
女
学
校
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
に
設
立
さ
れ
た
江
戸
堀
高
等

女
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
同
年
四
月
西
区
の
大
阪
市
立
第
一
女
子
手
芸
学
校
で
開
校
し
た
。

初
代
校
長
が
こ
こ
に
登
場
す
る
畠
田
繁
太
郎
で
あ
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
七
月
に

新
築
中
で
あ
っ
た
木
造
校
舎
が
竣
工
し
、
西
区
市
岡
町
（
現
在
の
港
区
波
除
二
丁
目
）
に

移
転
、
九
月
に
は
大
阪
府
立
市
岡
高
等
女
学
校
と
改
称
し
て
い
る
。

（
15
）
後
々
田
寿
徳
「
大
阪
博
物
場
―
「
楽
園
」
の
盛
衰
」、『
東
北
芸
術
工
科
大
学
紀
要
』
第

十
六
号
収
載
、
二
〇
〇
九
年

（
16
）
詳
細
に
つ
い
て
は
前
掲
論
文
「「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
と
鴻
池
家
に

よ
る
秘
蔵
品
の
出
品
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）
大
阪
の
三
男
爵
家
は
と
も
に
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
に
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
。

な
お
、
藤
田
平
太
郎
は
父
で
あ
る
藤
田
伝
三
郎
が
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
死
去

し
た
こ
と
に
伴
っ
て
の
襲
爵
。

（
18
）
前
掲
『
関
西
教
育
博
覧
会
記
念
』
参
照
。

（
19
）
前
掲
『
商
工
立
志
資
料
』
参
照
。

（
20
）「
メ
セ
ナ
（m

écénat

）」
と
は
、「
即
効
的
な
販
売
促
進
・
広
告
宣
伝
効
果
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
行
う
芸
術
文
化
支
援
」
と
い
う
意
味
。「
メ
セ
ナ
」

は
多
岐
に
わ
た
る
芸
術
お
よ
び
文
化
の
分
野
で
行
わ
れ
る
活
動
と
し
て
受
容
、
認
識
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

（
21
）
前
掲
論
文
「「
臨
幸
記
念 

名
家
秘
蔵
品
展
覧
会
」
の
開
催
と
鴻
池
家
に
よ
る
秘
蔵
品
の
出
品
」

参
照
。
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（12）

関西教育博覧会の開催と大阪の名家

写真①　関西教育博覧会場の全景（『関西教育博覧会記念』、大阪市立図書館蔵より）

写真②　附属館（勧業館）（『関西教育博覧会記念』、大阪市立図書館蔵より）
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（13）

大阪歴史博物館　研究紀要　第16号（2018）

写真③　本館夜景イルミネーション（「関西教育博覧会絵はがき」、大阪市立図書館蔵より）

写真④　婦人館内花の家と香水噴水（『関西教育博覧会記念』、大阪市立図書館蔵より）
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（14）

関西教育博覧会の開催と大阪の名家

関西教育博覧会会場略図
（『関西教育博覧会記念』、大阪府立中之島図書館蔵より）
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（15）

大阪歴史博物館　研究紀要　第16号（2018）

関西教育博覧会本館及附属実験館図
（『関西教育博覧会記念』、大阪府立中之島図書館蔵より）
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（16）

関西教育博覧会の開催と大阪の名家

掲
載
順

所
蔵

出
品
資
料

点
数

1
男
爵
鴻
池
家

鴻
池
善
右
衛
門
宗
信
所
持
の
腰
差

1
鴻
池
新
田
開
墾
地
図

1
惣
寄
合
申
合
書

1
鴻
池
善
右
衛
門
宗
信
の
書
簡

1
同
上
筆
　
家
訓

1
2

男
爵
住
友
家

住
友
家
祖
臨
西
手
柬

1
鉱
山
用
尻
敷

1
3

男
爵
藤
田
家

藤
田
家
座
右
銘

1
習
字
本

1

4
七
品
殿
村
三
七
男
氏

殿
村
茂
済
編
三
家
和
歌
集
　
壱
冊

1
同
上
　
稿
本
　
　
七
冊

7
草
垣
内
文
稿

1
同
　
長
歌
稿

1
和
歌
短
冊
の
軸

1
和
歌
懐
紙
の
軸

1
家
法
金
言
録

1
5

黒
崎
奈
良
之
助
氏

平
瀬
家
壁
書

1

6
福
田
六
次
郎
氏

福
田
六
右
衛
門
妻
仲
子
の
肖
像

1
算
盤

1
綿
帽
子
型

1

7
石
崎
喜
兵
衛
氏

石
崎
米
喜
肖
像

1
同
所
持
の
木
槌

1
坐
右
の
銘

1
8

生
島
喜
蔵
氏

糸
枠

1

9
逸
見
佐
兵
衛
氏

逸
見
佐
兵
衛
自
筆
の
画

1
売
渡
申
家
屋
鋪
之
事

1
奉
公
人
請
状
之
事

1
手
形

1
印
形
箱

1
印
鑑
帖

1
将
棋
盤

1
10

藤
本
信
栄
氏

藤
本
莊
太
郞
の
肖
像

1
段
通
織
場
の
絵
巻
物

1
11

白
山
善
五
郎
氏

白
山
善
五
郎
自
筆
画

1

12
芝
川
又
右
衛
門
氏

芝
川
又
平
写
真

1
同
自
筆
牡
丹
の
額

1
同
自
筆
菓
子
盆
磨
出
花
鳥
蒔
絵

1
同
上
鹿
背
山
焼
竹
鶴
絵
小
皿

1
同
上
鹿
背
山
焼
祥
瑞
写
水
指

1

掲
載
順

所
蔵

出
品
資
料

点
数

13
五
代
龍
作
氏

五
代
友
厚
肖
像

1
同
自
筆
画

1
14

磯
野
良
吉
氏

磯
野
小
右
衛
門
の
肖
像

1
15

田
中
市
蔵
氏

田
中
市
兵
衛
肖
像
画

1
同
上
筆
扁
額

1
16

尼
崎
伊
三
郎
氏

敲
器

1
17

大
阪
高
等
商
業
学
校

安
井
文
書
　
　
二
冊

2
18

堺
市
役
所

糸
の
乱
記

1

19

河
村
瑞
賢
関
連
資
料

小
金
澤
久
吉
氏

瑞
賢
木
像
の
写
真

1
重
野
博
士
選
碑
文

1
東
陽
寺
（
東
京
浅
草
）

瑞
賢
位
牌
の
写
真

1
雲
■
（
門
カ
）
釈
師
の
画
像

1
河
村
義
済
氏

香
炉

1
花
瓶

1

大
仙
寺
（
三
重
県
度
会
郡
鵜
倉
村
）

観
音
像

1
大
般
若
経

1
唐
木
塔

1
舎
利
塔

1
印
塔

1
建
長
寺
（
神
奈
川
県
鎌
倉
）

瑞
賢
墓
碑
の
写
真

1
瑞
賢
長
子
の
墓
碑
の
写
真

1

20
懐
徳
堂
関
連
資
料

学
問
所
来
歴
　
一
巻

1
懐
徳
堂
定
約
附
記
　
一
冊

1
懐
徳
堂
内
事
記
　
一
冊

1
懐
徳
堂
外
事
記
　
一
冊

1
安
永
七
年
の
壁
署

1
懐
徳
堂
木
額

1
中
井
履
軒
肖
像

1
木
司
令

1
硯

1
螺
鈿
珠
盤

1
竹
聨
　
一
双

1
学
字
瓦

1
懐
徳
堂
義
金
簿
　
一
冊

1
懐
徳
堂
助
成
金
簿
　
一
冊

1
萬
年
先
生
論
孟
首
章
講
義
　
一
冊

1
中
井
竹
山
肖
像

1
白
鹿
洞
学
規

1

商
工
立
志
資
料
室
出
品
明
細
表
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大阪歴史博物館　研究紀要　第16号（2018）

Holding of the Kansai Educational Expo and the Relationship of 
Osaka's Distinguished Families

NAKANO  Tomoko 

This is a report on the "Kansai Education Expo" held in Tennoji Park in Osaka City in the summer of 1913. This exposition 

was a significant exposition as the first exposition in Japan with the theme of "education" as the theme. However, until now, 

little attention has been paid. Therefore, there are few studies and reports on this exposition. Therefore, in this paper, we 

will investigate and report on the history of the "Kansai Educational Expo" and the organization and the outline of the exhi-

bition projects held at the exposition. In addition, we examined how the "distinguished families" in Osaka was involved in 

the "Kansai Educational Expo".
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